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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　頭皮および／または頭髪の症状および／または疾患の治療および／または予防用組成物
であって、
　前記組成物は、
　（ａ）キトサン、ヒドロキシアルキル－キトサン、またはそれらの生理学的に許容され
る塩、
　（ｂ）５－アルファ還元酵素阻害剤、抗アンドロゲンホルモン、カリウムチャネルアゴ
ニスト、および植物抽出物から選択される少なくとも１種の医薬または化粧品活性成分、
および
　（ｃ）少なくとも１種の揮発性溶媒、
を含有する組成物（但し、エトキシル化化合物、パンテノール、アジピン酸もしくはセバ
シン酸のエステル、ポリウレタン樹脂、または水溶性シリコーンを含有する組成物を除く
）であり、
　前記頭皮および／または頭髪の症状および／または疾患の治療および／または予防は、
前記組成物をヒトの頭皮および／または頭髪に塗布することにより達成され、
　前記抗アンドロゲンホルモンは、スピロノラクトン、酢酸シプロテロン、フルタミド、
ケトコナゾール、エストロゲン、それらの塩から選択され、
　前記植物抽出物は、ノコギリパルメット、アロエベラ、スギナ、キビ、アフリカプルー
ン、セイヨウイラクサ、ジュズダマ、ビワの抽出物から選択され、
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ことを特徴とする組成物。
【請求項２】
　成分ａ）は、前記組成物の総重量に対して０．１から１０％の量で存在することを特徴
とする請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ヒドロキシアルキル－キトサンは、ヒドロキシプロピル－キトサンであることを特
徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　成分ｂ）は、前記組成物の総重量に対して０．００１から２５％の量で存在することを
特徴とする前記請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記５－アルファ還元酵素阻害剤は、フィナステリド、デュタステリド、アゼライン酸
、ベータシトステロール、亜鉛、ビタミンＢ６から選択され、
　前記カリウムチャネルアゴニストは、ミノキシジルである、
ことを特徴とする前記請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　成分ｃ）は、前記組成物の総重量に対して２５％から９０％の量で存在することを特徴
とする前記請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　成分ｃ）は、エタノールまたはイソプロパノールから選択される低級アルカノールであ
ることを特徴とする前記請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　水を含むことを特徴とする前記請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　賦形剤および／またはアジュバントを含むことを特徴とする前記請求項１～８のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　液体、溶液、エマルジョン、懸濁液またはコロイドであることを特徴とする前記請求項
１～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　噴霧により塗布されることを特徴とする前記請求項１～１０のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項１２】
　前記頭皮および／または頭髪の症状および／または疾患は、抜け毛、禿頭症、脱毛症、
アンドロゲン性脱毛症および／または頭髪の脆弱化から選択されることを特徴とする前記
請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　ジエチレングリコールモノエチルエーテルまたはマイクロカプセルから選択される少な
くとも１種の浸透力を改良する系をさらに含有することを特徴とする前記請求項１～１２
のいずれか一項に記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬剤、医療デバイス、衛生用品、または化粧品を調製するための、頭皮表面
および頭髪への活性成分の送達に有用な、頭皮または頭髪への塗布後に被膜を形成する、
キトサン、キトサン誘導体またはそれらの生理学的に許容される塩を含有する液体組成物
に関する。薬剤、衛生用品、洗浄剤または化粧品中に含有される活性成分の頭皮または頭
髪への送達は、乳剤、軟膏剤、ゲル剤、散剤、またはフォーム剤のような一般的製剤が、
頭皮または頭髪表面との持続的な接触を可能にしないという点で問題となることが多い。
【背景技術】
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【０００２】
　キトサンおよびその誘導体は、甲殻類の外骨格から抽出されたキチンに由来するアミノ
多糖類であり、様々な調製物におけるその使用が当技術分野において知られている。特許
文献１には、タンパク質またはペプチドの分離のための担体として有用な、微粒子の成分
としてキトサンが開示されており、特許文献２においては、有効成分としてパラフィンワ
ックスを含む、皮膚マッサージのためのパック組成物の成分としてキトサンが報告されて
おり、特許文献３には、ボツリヌス毒素のゲル様またはスポンジ状の調製物の成分として
、しわ治療薬を得るためのキトサンの使用が教示されている。特許文献４には、空洞を充
填する創傷被覆材（cavity-filling wound dressing）に有用なヒドロゲルの成分として
キトサン誘導体が報告されている。特許文献５においては、多孔質でスポンジ状の組織を
有する担体シートの成分として、高い脱アセチル化度を有するキトサンの組成物が教示さ
れている。特許文献６には、ナノサイズの繊維の網状構造の形態のキトサンを含む組成物
が開示されている。特許文献７には、薬剤を長期間保持する規則的な層状構造を有するキ
トサンの多層状のエアギャップシートが開示されており、特許文献８には、皮膚へ塗布す
るための薬剤において分散安定化剤または乳化剤として使用することができる両親媒性キ
トサン誘導体が教示されている。最後に、特許文献９には、少なくとも１種の抗真菌薬お
よびヒドロキシアルキルまたはカルボキシアルキルキトサンを含有するマニキュア液組成
物が開示されており、一方、特許文献１０には、ヒドロキシプロピルキトサンと組み合わ
せたトクサ属からの１種のハーブ抽出物に基づいた爪再構成組成物が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】韓国特許公開第２００２００８４６７２号
【特許文献２】韓国特許公開第２００２００４８５３４号
【特許文献３】特開２００５－３０６７４６号公報
【特許文献４】国際公開第２００５／０５５９２４号
【特許文献５】特開２００４－２３１６０４号公報
【特許文献６】国際公開第０３／０４２２５１号
【特許文献７】国際公開第０２／０５７９８３号
【特許文献８】特開平１１－０６０６０５号
【特許文献９】欧州特許第１３０３２４９号
【特許文献１０】国際公開第２００４／１１２８１４号
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】Gummer, C.L. et al. The skin penetration cell: design update. In
t. J. Pharm. 1987, 40, 101-104
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、頭皮および／または頭髪への塗布後に頭皮表面および頭髪への活性成分の送
達に有用な被膜を形成する液体組成物を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　驚くべきことに、キトサン誘導体の液体調製物が、爪への塗布に有用であるのみならず
、頭皮への塗布後および揮発性溶媒の蒸発後に、薬剤および他の活性成分が頭皮および／
または頭髪表面と密接に接触したままにするのに適した弾性被膜を形成し得るということ
を見出した。キトサン、医薬活性剤および揮発性溶媒を含有する被膜形成溶液は、一例と
して、乳剤、ローション剤および軟膏剤と比較して脂性の頭皮の煩わしい感覚を回避し、
大きい頭皮表面を処置する場合の乾燥までの長い待ち時間を回避する、揮発性溶媒の急速
な蒸発および弾性被膜の容易な形成を可能にすることにより、頭皮または頭髪表面に容易
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に噴霧することができる。キトサンまたはキトサン誘導体の被膜形成溶液も、穏やかなマ
ッサージにより、または噴霧により頭皮に塗布することができる。キトサンの被膜形成溶
液は、活性成分の頭皮の深層への急速な浸透を可能にし、したがって結果的に、毛嚢に至
るまでの活性成分の浸透が必要な、抜け毛のような頭皮の症状および／または疾患の安全
な治療および／または予防に有用となる。さらに、液体キトサン組成物の溶媒の蒸発後に
形成される皮膚膜は、頭皮および／または頭髪表面との持続的で密接な接触、ならびに塗
布後の薬剤または他の活性成分の長時間の持続放出を可能にする。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】３回の実験で無毛ラットの皮膚を通って透過したフィナステライドを示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の目的物は、頭皮および／または頭髪への活性成分の送達に有用な、キトサン、
キトサン誘導体またはそれらの生理学的に許容される塩を含有する液体製剤の形態の組成
物である。キトサン誘導体の中でも、ヒドロキシプロピルキトサンなどのヒドロキシアル
キルキトサン、または他の水溶性キトサンが好ましい。
【０００９】
　キトサンの被膜形成溶液は、レシピエント、好ましくはヒトの頭皮および／または頭髪
に局所的に塗布され、頭皮の穏やかなマッサージにより塗布してもよく、弾性被膜の形成
を可能にすることにより容易に噴霧してもよい。キトサンの被膜形成溶液は、活性成分の
急速な浸透、頭皮との持続的で密接な接触および塗布後の薬剤の長時間の持続放出を可能
にする。
【００１０】
　本発明の液体調製物目的物は、溶液、エマルジョン、コロイドまたは懸濁液の形態であ
り、キトサン誘導体の含量が０．１から１０重量％（重量パーセントは調製物全体に対し
て示している）、より好ましくは０．２から５重量％、最も好ましくは０．２５から２．
０重量％であり、該目的物は、溶媒の蒸発後に弾性被膜を形成するのに適した少なくとも
１種の活性医薬または化粧品、または植物抽出物を０．００１から２５重量％、より好ま
しくは０．２から１０重量％、最も好ましくは０．４から５．０重量％含有し、前記被膜
は頭皮表面および／または頭髪の表面と密接に接触しており、抜け毛、禿頭症、脱毛症、
アンドロゲン性脱毛症、頭髪の脆弱化および他の頭髪の症状のような頭皮および／または
頭髪の症状および／または疾患を治療するのに有用な前記活性成分の急速で持続的な浸透
を可能にし、該目的物は、少なくとも１種の揮発性溶媒も２５から９０重量％、好ましく
は３０から８５重量％、より好ましくは３５から８０重量％の量で含有する。
【００１１】
　本発明の組成物目的物は、表面に噴霧して均一で不可視の被膜を残すことができるとい
う点で従来の製剤より優れている。さらに、本発明による組成物は、ゲル剤およびローシ
ョン剤のように汚さず、乾燥せず、他の硬質な被膜調製物のように塗布されたときに煩わ
しい感覚を与えない。
【００１２】
　医薬組成物は、適合した賦形剤および薬学的に許容される担体を使用して、従来の技法
に従って調製され、補足的な、またはいずれにせよ有用な活性を有する他の有効成分を組
み合わせて含有し得る。
【００１３】
　本発明に従って調製されるこれらの組成物の例としては、無毛または有毛頭皮に塗布す
るための溶液、エマルジョン、懸濁液、コロイドが挙げられる。
【００１４】
　本発明による組成物は、５－アルファ還元酵素阻害剤、抗アンドロゲンホルモン、カリ
ウムチャネルアゴニスト、アミノ酸、植物抽出物、酸化防止剤から選択される１種または
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複数の活性剤を含有してもよく、抜け毛、禿頭症、脱毛症を予防および治療し、頭髪を育
て、ボリュームを増やし、強化するのに適している。
【００１５】
　本発明による組成物中に含有し得る５－アルファ還元酵素阻害剤の例としては、フィナ
ステライド、デュタステライド、アゼライン酸、ベータシトステロール、亜鉛、ビタミン
Ｂ６が挙げられる。
【００１６】
　本発明による組成物中に含有し得る抗アンドロゲンホルモンの例としては、スピロノラ
クトン、酢酸シプロテロン、フルタミド、ケトコナゾール、エストロゲンおよびそれらの
塩が挙げられる。
【００１７】
　本発明による組成物中に含有し得るカリウムチャネルアゴニストの例としては、ミノキ
シジルが挙げられる。
【００１８】
　本発明による組成物中に含有し得るアミノ酸の例としては、Ｌ－システイン、Ｎ－アセ
チルシステイン、Ｌ－シスチン、Ｌ－メチオニン、ジメチルスルホン、Ｌ－タウリンが挙
げられる。
【００１９】
　その抽出物を本発明による組成物中に含有し得る植物の例としては、ノコギリパルメッ
ト、アロエベラ、スギナ、キビ、アフリカプルーン、セイヨウイラクサ、ジュズダマ、ビ
ワが挙げられる。
【００２０】
　本発明による組成物中に含有し得る酸化防止剤の例としては、アスコルビン酸；グルタ
チオン；メラトニン；トコフェロールおよびトコトリエノール；レスベラトロールおよび
フラボノイドを含めたポリフェノール酸化防止剤；ビニフェロール；リコペン、カロテン
を含めたカロテノイドが挙げられる。
【００２１】
　本発明による組成物は、当該領域を穏やかにマッサージすることにより頭皮表面に、ま
たは噴霧により頭髪に塗布することができる。蒸発後、処置した表面に弾性被膜が形成さ
れ、それにより活性成分の頭皮および／または頭髪への数時間または数日間もの持続的送
達が可能となる。
【００２２】
　本発明の組成物目的物は、毛嚢での高くてより長い持続能力を活性成分に付与するため
に、吸収促進剤を含めた浸透力を改良する系（penetration modifying system）、または
活性成分の表皮への浸透率を改良し、真皮表皮接合部に貯蔵部を作り出す改良型の送達系
（modified delivery system）も含有し得る。本発明による組成物中に含有し得る吸収促
進剤の例としては、Ｔｒａｎｓｃｕｔｏｌ　Ｐ（登録商標）（ジエチレングリコールモノ
エチルエーテル）が挙げられる。本発明による組成物中に含有し得る改良型の送達系の例
としては、マイクロカプセルが挙げられる。
【００２３】
　本発明の医薬組成物およびその用途は、次に、以下の実施例によりいっそう完全に説明
する。しかし、そのような実施例は例示のために示すものであって制限のためではないこ
とに留意されたい。
【実施例１】
【００２４】
　以下の組成重量／重量％を有する被膜形成溶液を調製した。
【００２５】
　１）フィナステライド　　　　　　　０．２５％
　２）エチルアルコール９６°　　　５５．００％
　３）プロピレングリコール　　　　　５．００％
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　４）ヒドロキシプロピルキトサン　　１．００％
　５）精製水　　　　　　　　　　　３８．７５％
　調製
　エチルアルコール、プロピレングリコールおよび水を室温で混合した。次いで、フィナ
ステライドを添加し、清澄な溶液が得られるまで混合した。ヒドロキシプロピルキトサン
を最後の成分として添加し、混合物を室温で２４時間または溶解するまで撹拌した。
【００２６】
　得られた製剤は清澄で無色の溶液であり、長期間の貯蔵後でさえ外観が均一であった。
さらに、該液体は、頭皮表面に強力に付着することができる艶消しで非粘着性および弾性
の被膜を形成することができた。
【実施例２】
【００２７】
　以下のｗ／ｗ％組成を有する液体製剤を調製した。
【００２８】
　１）デュタステライド　　　　　　　０．２５％
　２）エチルアルコール９６°　　　５５．００％
　３）プロピレングリコール　　　　　５．００％
　４）ヒドロキシプロピルキトサン　　２．００％
　５）精製水　　　　　　　　　　　３７．７５％
　調製
　実施例１に関して記載したのと同じ方法を使用することにより該製剤を調製した。
【００２９】
　ヒドロキシプロピルキトサンを最後の成分として添加し、混合物を室温で２４時間また
は溶解するまで撹拌した。
【００３０】
　得られた製剤は清澄で無色の溶液であり、長期間の貯蔵後でさえ外観が均一であった。
さらに、該液体は、頭皮表面に強力に付着することができる艶消しで非粘着性および弾性
の被膜を形成することができた。
【実施例３】
【００３１】
　以下のｗ／ｗ％組成を有する液体製剤を調製した。
【００３２】
　１）ミノキシジル　　　　　　　　　２．００％
　２）エチルアルコール９６°　　　５５．００％
　３）プロピレングリコール　　　　　５．００％
　４）ヒドロキシプロピルキトサン　　１．００％
　５）精製水　　　　　　　　　　　３７．００％
　調製
　実施例１に関して記載したのと同じ方法を使用することにより該製剤を調製した。
【００３３】
　ヒドロキシプロピルキトサンを最後の成分として添加し、混合物を室温で２４時間また
は溶解するまで撹拌した。
【００３４】
　得られた製剤は清澄で無色の溶液であり、長期間の貯蔵後でさえ外観が均一であった。
さらに、該液体は、頭皮表面に強力に付着することができる艶消しで非粘着性および弾性
の被膜を形成することができた。
【実施例４】
【００３５】
　以下のｗ／ｗ％組成を有する液体製剤を調製した。
【００３６】
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　１）スピロノラクトン　　　　　　　１．００％
　２）エチルアルコール９６°　　　５５．００％
　３）プロピレングリコール　　　　　５．００％
　４）ヒドロキシプロピルキトサン　　２．００％
　５）精製水　　　　　　　　　　　３７．００％
　調製
　実施例１に関して記載したのと同じ方法を使用することにより該製剤を調製した。
【００３７】
　ヒドロキシプロピルキトサンを最後の成分として添加し、混合物を室温で２４時間また
は溶解するまで撹拌した。
【００３８】
　得られた製剤は清澄で無色の溶液であり、長期間の貯蔵後でさえ外観が均一であった。
さらに、該液体は、頭皮表面に強力に付着することができる艶消しで非粘着性および弾性
の被膜を形成することができた。
【実施例５】
【００３９】
　オスの無毛ラットの背面または腹部皮膚から得た無毛ラットの切除した皮膚に実施例１
による被膜形成溶液を塗布することによりｉｎ　ｖｉｔｒｏの透過試験を実施した。付着
している脂肪および皮下組織の除去後、皮膚の一部（約９ｃｍ2）をＧｕｍｍｅｒの透過
垂直セルの２つの区画の間に障壁として置いた（非特許文献１参照）。受容相を下側の区
画に導入し、１．０または０．５ｍＬの実施例１による組成物を露出した皮膚表面に規則
的に分布させた。所定の時間間隔（２、４、８、１２、１６、２０および２４時間）で５
．０ｍＬの受容液を分析のために回収し、直ちに等量の追加の緩衝液で代替した。該実験
を３回繰り返した。
【００４０】
　３回の実験で無毛ラットの皮膚を通って透過したフィナステライドを図１で報告してい
る。ラットの無毛皮膚を通って透過した合計パーセント量（Ｑ％）は、１．０ｍＬ用量に
ついては６．５９±１．９０％、０．５ｍＬ用量については８．７８±１．３３％であっ
た。
【００４１】
　フィナステライドが、実施例１によるヒドロキシプロピルキトサンの被膜形成溶液の塗
布後に、急速で持続的な方法でラットの皮膚を透過することができたという結論に達した
。
【実施例６】
【００４２】
　以下の組成重量／重量％を有する調製物を調製した。
【００４３】
　１．フィナステライド　　　　０．２５％
　２．精製水　　　　　　　　１９．２５％
　３．プロピレングリコール　１０．００％
　４．イソプロパノール　　　７０．００％
　５．キトサン　　　　　　　　０．５０％
　調製
　キトサンおよびフィナステライドをプロピレングリコール中に溶解し、次いで、その他
の成分を添加し、混合物を溶解するまで撹拌することにより該製剤を調製した。得られた
液体は、皮膚表面に強力に付着することができる弾性被膜を形成することができた。
【実施例７】
【００４４】
　以下のｗ／ｗ％組成を有する液体製剤を調製した。
【００４５】
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　１．ビワ葉１，３－ブチレングリコール抽出物1　１０．００％
　２．エチルアルコール９６°　　　　　　　　　 ３６．５０％
　３．ジエチレングリコールモノエチルエーテル2　　０．５０％
　４．ヒドロキシプロピルキトサン　　　　　　　　 １．００％
　５．精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５２．００％
　1ビワ葉抽出物ＣＡ、2Ｔｒａｎｓｃｕｔｏｌ（登録商標）Ｐ
　調製
　エチルアルコールおよび水を室温で混合した。次いで、ビワ葉抽出物ＣＡを添加し、清
澄な溶液が得られるまで混合した。ジエチレングリコールモノエチルエーテルを添加し、
ヒドロキシプロピルキトサンを最後の成分として添加し、混合物を室温で４時間または溶
解するまで撹拌した。
【００４６】
　得られた製剤は清澄で無色の溶液であり、外観が均一であった。さらに、該液体は、艶
消しで非粘着性および弾性の被膜を形成することができた。
【実施例８】
【００４７】
　以下のｗ／ｗ％組成を有する液体製剤を調製した。
【００４８】
　１．ジュズダマ１，３－ブチレングリコール溶液1　１０．００％
　２．エチルアルコール９６°　　　　　　　　　　 ３６．５０％
　３．ジエチレングリコールモノエチルエーテル1　　　０．５０％
　４．ヒドロキシプロピルキトサン　　　　　　　　　 １．００％
　５．精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５２．００％
　1加水分解したジュズダマ抽出物、2Ｔｒａｎｓｃｕｔｏｌ（登録商標）Ｐ
　調製
　エチルアルコールおよび水を室温で混合した。次いで、加水分解したジュズダマ抽出物
を添加し、清澄な溶液が得られるまで混合した。ジエチレングリコールモノエチルエーテ
ルを添加し、ヒドロキシプロピルキトサンを最後の成分として添加し、混合物を室温で４
時間または溶解するまで撹拌した。
【００４９】
　得られた製剤は清澄でわずかに黄色い溶液であり、外観が均一であった。さらに、該液
体は、艶消しで非粘着性および弾性の被膜を形成することができた。
【実施例９】
【００５０】
　以下のｗ／ｗ％組成を有する液体製剤を調製した。
【００５１】
　１）ビワ葉１，３－ブチレングリコール抽出物1　 １０．００％
　２）エチルアルコール９６°　　　　　　　　　　３６．５０％
　３）ジエチレングリコールモノエチルエーテル2　　 ０．５０％
　４）キトサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．００％
　５）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２．００％
　1ビワ葉抽出物ＣＡ、2Ｔｒａｎｓｃｕｔｏｌ（登録商標）Ｐ
　調製
　ｐＨ３．０の酢酸による酸化後、キトサンを水中に溶解した。次いで、エチルアルコー
ルを添加し、清澄な粘性の溶液を得るまで混合物を撹拌した。この時点で、ｐＨは５．５
まで上昇した。
【００５２】
　ジエチレングリコールモノエチルエーテルを添加し、最後にハーブ抽出物を添加した。
【００５３】
　得られた製剤は清澄で無色の溶液であり、外観が均一でわずかに粘性であった。
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【実施例１０】
【００５４】
　インフォームドコンセントを与えた年齢２０～４５歳の４人の健康な女性のボランティ
アの頭髪に対する実施例９による溶液の効果を評価するためにオープンな比較試験を実施
した。全ての女性が滑らかな頭髪を有しており、被験者１は地毛、被験者２および３は染
めた髪、被験者４は白髪交じりであった。標準的シャンプーによる頭髪の洗浄後、各女性
から、頭皮の同じ領域から２つの束をサンプリングし、以下の手順に従った。
【００５５】
　各女性の１つの束に実施例９による溶液を処置し、次いで、ドライヤーでブローした。
【００５６】
　その他の束をドライヤーでブローし、未処置の対照とした。
【００５７】
　以下のパラメーターを測定した。
【００５８】
　１．体積：０＝不十分、１＝乏しい、２＝適度、３＝大量
　２．牽引抵抗力（ＵＮＩ　ＥＮ　ＩＳＯ２０６２：１９９７に従った）
　３．分光測光法（ＣＩＥ、国際照明委員会（Commission Internationale de l'Eclaira
ge）に従って輝きを測定した）
　４．３Ｄ　Ｈｉｒｏｘ　ＫＨ－７７０の２１００倍および３５０倍でのデジタル３Ｄビ
デオ顕微鏡法
　結果は以下の通りであった。処理した束は、１２％高い平均体積、分光測光法により測
定すると６％高い輝きおよび対照束より１１％高い牽引抵抗力を示した。デジタルビデオ
顕微鏡法では、処理した頭髪がより滑らかで角質がより規則的な外観を有しているように
見えた。
【００５９】
　結論として、実施例９に従った調製物は、ヒトの頭髪のボリュームを増やし、ヒトの頭
髪を強化し、その輝きおよび滑らかさを改善することができた。
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